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r恵 計 力学とカオxJ 別表
A.ミクロな分子熱連動のカオス
B.マクロな非平衡連動のカオス
A.分子の熱運動のカオス
1.各分子の運動はランダムで予測不可能だが,
分子集団の統計構造は予測可能 ･再現可能
(例)分子の速度分布
2.物体の連動- 〔マクロの連動〕+〔分子の熱運動〕
エネルギー散逸
〔マクロの連動〕
iiiZ!
小さな揺らぎ
〔分子の熱運動〕
3.揺らぎが保存力学系の可逆性を保証する｡
4.熱平衡では r等確率の原理｣が成立し,
非平衡では r局所平衡の仮定｣が成立する｡
5.変数の縮約 :分子数NすODの極限では,この揺らぎが
無視でき,マクロの法則 (流休力学.熱力学等)が成立｡
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B.マクロの運動も大きな非平衡ではカオス
1.偶然性の機構 一一一軌道不安定性 (r>1)
2.運動のタイプ (次元D.誤差の拡大比r)
ア)周期運動 (r≠ 1,D-1)
イ)2重周期運動 (r≠1,D-2)
ウ)非周期運動 てこ-･臨界軌道 (r-1･l<D<3)ヽ
3.カオスの多様な構造
＼カオス軌道 (r>1,2<D<3)
a)様々なカオス軌道からなる (非可算無限個)
様々な周期軌道 (r>1)を含む (可算無限個)
b)カオス軌道は不安定多様体の閉包の上にある｡
C)非周期軌道のつくる自己相似な入れ子構造
4.カオス軌道集団の安定性 (Alを参照)
5.どんな場合にどんなカオスと秩序が現れるか?
どんな物理量を考案すればよいか (3の記述 ･表現)?
新しい変数の縮約をもたらすか?
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